
条例等の審査概要 ≲総務文教常任委員会≳

～焼津市教育支援センター条例を制定～
教育支援センター「東益津チャレンジ」を開設

焼
津
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定

Ｑ	

教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

Ａ	

東
益
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
は
自
然
が

豊
か
な
場
所
で
も
あ
る
た
め
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
入
っ
て

い
た
だ
き
、
様
々
な
体
験
活
動
を
す

る
よ
う
な
事
業
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ	
地
域
と
の
連
携
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
な
ど
も
想
定
し
て
い
る
の

か
。

Ａ	

子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、

そ
の
知
識
を
有
す
る
地
域
の
方
な
ど

を
探
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
紹
介

い
た
だ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ	

不
登
校
児
童
生
徒
の
受
入
れ
と
し
て
、

30
日
以
上
の
欠
席
で
な
い
と
、
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
う
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。

Ａ	

条
例
第
２
条
で
は
「
不
登
校
児
童
生

徒
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
」
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
30
日
欠
席
で
な
け

れ
ば
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は

な
く
、
状
況
に
応
じ
相
談
し
な
が
ら

対
応
す
る
。

水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
取
得

Ｑ	

今
回
大
井
川
地
区
の
消
防
団
に
配
備

の
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

更
新
を
行
う
が
、
大
井
川
地
区
の
３

つ
の
消
防
団
の
車
両
配
備
状
況
は
ど

う
か
。

Ａ	

大
井
川
地
区
は
１
つ
の
分
団
の
範
囲

が
広
く
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
て
、

水
槽
付
き
ポ
ン
プ
自
動
車
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
を
そ
れ
ぞ
れ
配
備
し
て
い
る
。

携
帯
型
Ｉ
Ｐ
無
線
等
（
地
域

防
災
無
線
）
の
取
得

Ｑ	

Ｉ
Ｐ
無
線
の
更
新
と
の
こ
と
だ
が
、

１
９
２
台
の
配
置
先
は
。

Ａ	

市
の
施
設
の
ほ
か
、
国
・
県
の
公
的

機
関
、
福
祉
避
難
所
の
協
定
を
し
て

い
る
施
設
、
市
内
の
医
療
機
関
、
食

料
品
や
生
活
物
資
を
取
り
扱
っ
て
い

る
業
者
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
の
業

者
や
機
関
に
配
備
を
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｑ	

非
常
時
に
、
今
回
更
新
す
る
携
帯
型

Ｉ
Ｐ
無
線
の
ほ
か
通
信
手
段
は
あ
る

の
か
。

Ａ	

Ｉ
Ｐ
無
線
は
携
帯
電
話
の
周
波
数
を

使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
従

来
か
ら
使
用
し
て
い
る
自
営
の
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
の
ア

ン
テ
ナ
か
ら
発
信
し
て
い
る
。
２
種

類
の
無
線
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
状
況
に
応
じ
通
信
手
段
を

確
保
で
き
る
。

Ｑ	

電
波
の
届
く
範
囲
は
。

Ａ	

Ｉ
Ｐ
無
線
は
携
帯
電
話
と
同
じ
く
県

外
で
も
繋
が
る
。
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無

線
は
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
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条例・補正予算の審査概要 ≲市民福祉・建設経済常任委員会≳

～資格確認書発行のための費用も補正予算に計上～
【国保】紙の保険証廃止に伴うシステム改修

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

令
和
６
年
度
焼
津
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ	

歳
出
予
算
に
資
格
確
認
経
費
と
し
て

委
託
料
を
計
上
す
る
理
由
は
。

Ａ	

12
月
２
日
を
も
っ
て
国
民
健
康
保
険

に
係
る
、
紙
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

登
録
を
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て
、

保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格
確
認

書
を
発
行
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
費
な
ど
を
補
正
予
算
と
し
て
計
上

す
る
も
の
。

Ｑ	

資
格
確
認
経
費
の
内
訳
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ	

８
月
初
旬
ま
で
を
目
途
に
負
担
割
合

等
の
表
示
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
や
、
９
月
末

ま
で
を
目
途
に
被
保
険
者
全
員
に
加

入
者
情
報
の
お
知
ら
せ
を
行
う
た
め

の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、
11
月
中
旬
ま

で
を
目
途
に
資
格
確
認
書
の
作
成
を

行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
で
あ

る
。

Ｑ	

資
格
確
認
書
の
発
行
想
定
人
数
は
。

Ａ	

令
和
６
年
１
月
時
点
に
お
け
る
国
保

加
入
者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

登
録
済
み
の
人
を
除
い
た
約
８
千
人

が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て
い
な

い
人
の
数
で
あ
り
、
資
格
確
認
書
の

発
行
対
象
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ	

資
格
確
認
書
の
様
式
・
サ
イ
ズ
は
。

Ａ	

現
行
の
保
険
証
と
同
様
で
あ
る
。

Ｑ	

当
該
条
例
の
対
象
と
な
る
市
内
の
事

業
所
数
は
。

Ａ	

小
規
模
保
育
事
業
所
が
17
か
所
、
事

業
所
内
保
育
事
業
所
が
１
か
所
で
あ

る
。

Ｑ	

今
回
の
改
正
部
分
で
あ
る
３
・
４
・

５
歳
児
を
保
育
し
て
い
る
事
業
所
は

あ
る
か
。

Ａ	

市
内
に
は
無
い
。

Ｑ	

職
員
数
は
子
ど
も
の
年
齢
区
分
ご
と

に
基
準
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。
そ
れ
と
も
、
合
計
の
人

数
が
満
た
し
て
い
れ
ば
良
い
か
。

Ａ	

合
計
の
人
数
が
基
準
を
満
た
し
て
い

れ
ば
良
い
。

《
建
設
経
済
常
任
委
員
会
》

令
和
６
年
度（
準
）小
石
川
遊
水

地
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

Ｑ	

工
事
の
入
札
方
式
を
総
合
評
価
落
札

方
式
と
し
た
理
由
は
。

Ａ	

治
水
対
策
と
し
て
重
要
な
工
事
で
あ

る
た
め
、
工
事
の
品
質
が
よ
り
高
ま

る
こ
と
を
期
待
し
、こ
の
方
式
と
し
た
。

Ｑ	

総
合
評
価
落
札
方
式
で
は
、価
格
面
の

ほ
か
、ど
の
様
な
点
が
評
価
さ
れ
た
か
。

Ａ	

例
え
ば
、施
工
実
績
や
、配
置
さ
れ
る

技
術
者
の
保
有
資
格
が
評
価
項
目
と

な
る
。ま
た
、企
業
の
社
会
性
や
信
頼

性
を
測
る
指
標
と
し
て
、市
内
企
業
へ

の
施
工
割
合
や
、災
害
協
定
に
基
づ
く

活
動
実
績
な
ど
も
評
価
項
目
と
し
た
。

焼
津
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

（準）小石川遊水地の整備工事箇所
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危険箇所に防護柵・区画線などを設置
安全・安心な通学路・集団移動経路の確保へ！

令和６年度補正予算の審査概要 ≲予算決算審査特別委員会≳

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
費

Ｑ	

内
容
と
工
事
の
時
期
を
伺
う
。

Ａ	

４
月
下
旬
に
実
施
し
た
通
学
路
等
合

同
点
検
の
結
果
、
早
急
に
対
策
が
必

要
と
な
っ
た
道
路
の
安
全
施
設
整
備

に
要
す
る
工
事
費
の
増
額
で
あ
り
、

年
内
を
目
途
に
工
事
が
完
了
す
る
よ

う
準
備
を
し
て
い
く
。

Ｑ	

海
か
ら
中
心
部
ま
で
の
整
備
を
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

Ａ	
今
回
緊
急
で
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
は
、

小
・
中
学
校
や
保
育
幼
稚
園
か
ら
の

意
見
に
基
づ
い
て
行
っ
た
が
、
今
後

は
通
常
の
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
改
め
て
点
検
を

行
っ
て
い
く
。

高
齢
者
予
防
接
種
費

Ｑ	

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
自
己
負
担

は
。

Ａ	

高
齢
者
の
予
防
接
種
と
し
て
実
施
し

て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
ワ
ク
チ
ン
代

相
当
の
自
己
負
担
額
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
自
己
負
担
に
つ
い
て
も
自
己
負

担
３
千
２
百
円
を
想
定
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
価
格
や
種
類

に
つ
い
て
未
定
で
あ
り
、
今
後
、
価

格
や
種
類
を
も
と
に
医
師
会
と
協
議

を
し
た
上
で
接
種
費
用
を
決
定
す
る

た
め
、
こ
の
金
額
か
ら
増
減
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

海
業
計
画
策
定
事
業
費

Ｑ	

渚
泊
の
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ	

焼
津
港
内
（
新
港
）
に
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
の
利
用
者
が
車
中
泊
で
き
る

区
画
を
設
置
し
、
漁
港
の
景
観
や
海

釣
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、

駅
か
ら
漁
港
へ
周
遊
す
る
た
め
の
交

通
手
段
を
検
討
す
る
こ
と
、
ほ
か
に

経
済
波
及
効
果
の
検
証
な
ど
を
実
施

す
る
。

消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル

事
業
費

Ｑ	

国
か
ら
委
託
さ
れ
た
５
０
０
万
円
を

消
防
団
の
加
入
促
進
の
た
め
に
使
用

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
内

容
は
。

Ａ	

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
掲
載
す
る
映
像
や

加
入
促
進
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
製
作
、
消
防
団
の
活
動
服
の
購
入

等
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ	

新
入
団
員
の
加
入
見
込
み
は
。

Ａ	

例
年
ど
お
り
、
30
人
前
後
を
目
標
に

し
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０ゼ
ロ」

総
合
支
援
事
業
費

Ｑ	

内
容
と
補
助
件
数
の
見
込
み
は
。

Ａ	

木
造
住
宅
、
耐
震
補
強
の
助
成
事
業

に
要
す
る
経
費
で
あ
り
、
能
登
半
島

地
震
に
伴
い
、
申
請
が
増
加
す
る
こ

と
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
今
回

は
40
件
分
の
補
強
工
事
の
費
用
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
4

月
5
月
で
17
件
で
あ
っ
た
が
、
能
登

半
島
の
地
震
の
影
響
も
あ
り
、
既
に

40
件
を
超
え
る
申
請
が
あ
る
。

新港エリア
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